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公共交通に関わるコミュニケーション（いままで）
地域交通体系の確⽴に向けて

BUS TRAIN

路線とダイヤについて要望
（⾃分の都合、認識不⾜やエゴで回答できる）
（意思表⽰の数、質ともに解像度低い）

公共交通のプロの発想
（最短距離・最短時間/法遵守）

My CAR

⾃分には関係ない
（地域、共同体のことなのに、
他⼈事、無関⼼になってしまう）

Personal mobility

My BIKE

住⺠不在の硬直的対応

住⺠・市⺠

MaaSと⾔っても事業者、⾏政の都合が前⾯に

暮らしの困りごとに対応できない
（病院や塾、買い物、娯楽などへの移動）

まちづくりに繋がらない
（徒歩圏の商業地域が育たない）

交通権に困る⼈が⾒えない
（取り残される⼈々）

表⾯的な収⽀が課題視される
（移動と商業の関わりが軽視される）

地域の潜在⼒が発揮されにくい
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『信頼/TRUST』が構築されない
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公共交通に関わるコミュニケーション（これから）
地域交通体系の確⽴に向けて

住⺠・市⺠

BUS TRAIN

CAR SHARE

BOARD 
SHARE LOCAL mobility

（Community sharing）
My CAR My BIKE

“こういう暮らしがしたい”というニーズ意思/データ化
（認識不⾜やエゴを最⼩化してコミット＝意思表⽰できる）

（意思表⽰の数、質ともに解像度が⾼い）

訊く 答える（知り、学び、考える）

訊く 訊く 訊く

住⺠基点の包括的対応

運送資源の棚卸し
認証/監督ニーズへのコミット 地域交通環境への

認知・理解

融通
協調

融通
協調

信頼/TRUST

Mobility by CommunityMobility by PRO Mobility by Personal

⼈の⾏き来が活発になり地域の潜在⼒が発揮される 暮らしの困りごとに対応できる
（病院や塾、買い物、娯楽などへの移動）

まちづくりに繋がる
（徒歩圏の商業地域が育つ）

交通権に困る⼈が⾒える
（取り残される⼈々の最⼩化）

移動と商業の関わりを重視
（収⽀よりも地域の成⻑）

データに基づく
好循環

新潟市・モビリティセンター運送資源とニーズを⾒える化、運送、
送迎、物流をワンストップで管理運営


